
全東京写真連盟

撮影会写真コンクール

入賞作品集

審査対象 水の広場公園モデル撮影会

撮影日 2021年06月13日

審査日 2021年08月07日

審査員:HARUKI先生



　金賞
「ヴィーナスの誘惑」
　猿田　善和 様
　モデル　杉浦檸檬

審査員:HARUKI先生 講評
片肌あらわにカメラを真っ直ぐ見つめるオトナの色気。オーガンジーのような薄い
生地から見える片足をくねらせたモデルさんのポーズはまさにヴィーナスと呼んで
も良い魅力溢れる１枚。身に纏った衣装の薄いピンクの色味と肌が透明感漂うシン
プルな構成の中、背景に見える白い直線も作品にインパクトを付ける手助けとなっ
ています。
圧倒的にハイブロウな品格を感じさせるシルキータッチの美しい作品です！！



　銀賞
「Love eternal」
　門間　正之 様
　モデル　愛野咲実

審査員:HARUKI先生 講評
朝の目覚めの時のような爽やかな印象を受けるとても静かな写真です。モデルさん
の衣装がブルー系で写真の全体的な色味もブルー系に転んでいます。ブルー系の色
味には、清潔、クール、爽やか、静寂といったイメージがありますが、作者はその
効果を充分理解したうえで上手く導入して作品に反映しているといえます。
モデルさんの持っている一番魅力的な部分をうまく引き出しました。
暑い日が続いていますがこういった作品を目にすると一服の清涼剤になりますねえ
☆



　銅賞
「emotion」
　小倉　良二 様
　モデル　彩

審査員:HARUKI先生 講評
この作品の強さは髪の毛の動きが風になびいているように見えることやカメラを斜
めのアングルに構えた構図からも、ただ単に寝そべっているのではなくて画面全体
に躍動感を感じられることが大きな要因になっています。次に左手が画面から切れ
ていることも、「この手・指先はいったいどうなっているんだろう？」と見る側へ
想像力を引き起こす手助けとなっています。もしかしたら作者はそこまで考えてい
なかったかも知れないのですが運が味方してくれたのでしょう！！
審査の時点ではまったく気が付かなかったのですが、よくよく見ると黒い網シート
の穴から顔を出している草が気になりますが（笑）



　入選
「ポーズ」
　荒井　秀雄 様
　モデル　北村真帆

　入選
「水辺にたたずむ」
　石川　玲 様
　モデル　髙畠祈莉



　入選
「たたずむ」
　小野寺　基之 様
　モデル　福田晴香

　入選
「頬杖ついて」
　豊田　光司 様
　モデル　北村真帆



　入選
「乱れ髪」
　松岡　達雄 様
　モデル　杉浦檸檬

　入選
「キミへの思い」
　佐藤　和明 様
　モデル　福田晴香



　佳作

「１人の世界」
　金澤　義夫 様
　モデル　髙畠祈莉

　佳作

「生垣のそばで」
　河村　徳助 様
　モデル　髙畠祈莉



　佳作
「人生逃げるが勝ち」
　斎藤　貴生 様
　モデル　髙畠祈莉

　佳作
「海辺のひととき」
　佐久間　裕史 様
　モデル　愛野咲実



　佳作

「ひととき」
　菅原　道久 様
　モデル　彩

　佳作

「淡い想い」
　高橋　敏之 様
　モデル　山口由恵



　佳作
「夏爽快」
　滝本　憲一郎 様
　モデル　杉浦檸檬

　佳作
「見つめて欲しい」
　寺島　弘行 様
　モデル　杉浦檸檬



　佳作
「眼差し」
　中山　静男 様
　モデル　髙畠祈莉

　佳作
「港風景」
　湯原　章綱 様
　モデル　彩



　次点
「気合い」
　鵜飼　典彦 様
　モデル　北村真帆

　次点
「あやめ」
　五島　隆夫 様
　モデル　福田晴香



　次点
「凛として」
　堤　博史 様
　モデル　りん

　次点
「まなざし」
　内藤　勝之 様
　モデル　髙畠祈莉



　次点
「待つわ」
　中牟田　剛 様
　モデル　山口由恵

　次点
「ニュートラル」
　中山　昌幸 様
　モデル　谷内田 楓



　次点
「緑の散歩路」
　日向野　遼平 様
　モデル　北村真帆

　次点
「初夏の風」
　深野　武雄 様
　モデル　福田晴香



　次点

「マーメイド」
　北条　善久 様
　モデル　杉浦檸檬

　次点

「まぶしい視線」
　横塚　英夫 様
　モデル　彩



この２〜３年の作品を拝見していると嬉しい事に技術的にはレベルが上
がっていると思います。だけどおとなしいイメージも拭えません。

雨よりも晴れている方が良いのは当然ですよね。雨だと着ているものやカ
メラ機材だって濡れるのが心配だと撮影もままならないことだってありま
す。モデルさんだって髪の毛が濡れてしまうと困りますし、肌寒かったり
するとポーズだって固くなってしまいます。

撮影日の天候だけは誰のせいでもなくどうしようもない不可抗力です。

だけどものは考えようです。いつも穏やかな晴天の写真ばかりもつまらな
いもので、もしも雨が降ったなら雨なりの光線の美しさを見つける楽しさ
や、風が強ければその風があってこそ撮れる写真もあると思います。

天候だけの話しじゃ無くて、少しだけいつもと違った視点からアプローチ
してみるのも面白いのではないでしょうか☆

2021年8月　HARUKI


